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市町村名 住民数 死亡者数 障害者合計 身体障害者 知的障害 精神障害
2011年 2012年 住民 手帳者 死亡者 死亡率 身体障害 死亡者 死亡率 療育手帳 死亡者 死亡率 精神保健 死亡者 死亡率
3月1日 3月6日 死亡率 数計 数計 者手帳 数計 者数 数計 福祉手帳 数計
者数 者数
気仙沼市 73,154 1,030 1.4% 4,224 138 3.3% 3,336 131 3.9% 605 4 0.7% 283 3 1.1%
南三陸町 17,378 565 3.3% 942 125 13.3% 735 113 15.4% 136 5 3.7% 71 7 9.9%
石巻市 160,394 3,182 2.0% 7,683 402 5.2% 6,089 351 5.8% 1,105 28 2.5% 489 23 4.7%
女川町 9,932 575 5.8% 520 81 15.6% 432 66 15.3% 63 4 6.3% 25 11 44.0%
東松島市 42,840 1,047 2.4% 1,967 115 5.8% 1,550 102 6.6% 292 8 2.7% 125 5 4.0%
松島町 15,014 2 0.0% 744 5 0.7% 616 5 0.8% 100 0 0.0% 28 0 0.0%
利府町 34,279 45 0.1% 1,017 0 0.0% 782 0 0.0% 173 0 0.0% 62 0 0.0%
塩竃市 56,221 31 0.1% 2,845 0 0.0% 2,325 0 0.0% 355 0 0.0% 165 0 0.0%
七ヶ浜町 20,353 70 0.3% 875 8 0.9% 719 8 1.1% 122 0 0.0% 34 0 0.0%
多賀城市 62,990 188 0.3% 2,271 17 0.7% 1,772 16 0.9% 322 1 0.3% 177 0 0.0%
名取市 73,603 911 1.2% 3,453 76 2.2% 2,810 68 2.4% 365 4 1.1% 278 4 1.4%
岩沼市 44,160 182 0.4% 1,732 14 0.8% 1,333 10 0.8% 272 3 1.1% 127 1 0.8%
亘理町 34,795 257 0.7% 0 － － － －
山元町 16,608 671 4.0% 912 54 5.9% 687 45 6.6% 139 3 2.2% 86 6 7.0%
仙台市※ 543,345 651 0.1% 0 － － － －































































































































































































































































Rebecca Solnit, A Paradise Built in Hell: The Extraordinary Communities that Arise in Disaster, Penguin Books,
2009, とりわけpp. 111-19を参照。
４）佐藤恵『自立と支援の社会学』（東信堂、2010年）p. 33 参照。


























18）CIL=Center for Independent Living, JIL=Japan Council for Independent Living Centers. 自立生活センターは、
「共に生きる」を目標に、施設から出て外で暮らすことを主張した「障害」者運動（1970〜80年代）
に端を発しました。その背景について、林延哉「施設と街のはざまで──『共に生きるということ
の意味』」『施設と街のはざまで──「共に生きるということの現在� � 」』（影書房、1996年）pp. 211〜
42参照。
19）『JIL 東北関東大震災障害者救援本部特集号』（4号、2012年6月21日）p. 2参照。
20）中西正司「障害者救援本部から」内橋克人・編『大震災のなかで──私たちは何をすべきか』（岩波
新書、2011年）p. 79 参照。
21）同上、p. 82 参照。
22）及川智「被災地みやぎの２ヵ月」『JIL 東北関東大震災障害者救援本部特集号』（１号、2011年6月6日）
p. 2 参照。
23）ドキュメンタリー『逃げ遅れる人々──東日本大震災と障害者』（飯田基晴・監督、2012年）も、JIL
全国協議会と宮城本部の協力で作成されました。
24）「障害者救援活動を継続していきます──復旧ではなく、復興へ、そして新生へ」『JIL 東北関東大震
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災障害者救援本部特集号』（4号、2012年6月21日）p. 2参照
25）佐藤、前掲、p. 51 参照。
26）中西、前掲、pp. 80-81 参照。
27）去る10月17日に滞日フィリピン人の牧師、セサール・サントヨ（Cesar V. Santoyo）さんからその話
を確認できました。サントヨさんは日比家族センター、「ソーシャル・エンタープライズ・イングリ
ッシュ・ランゲージ・スクール」（シールズ株式会社）の創立者ですが、3・11以来、フィリピン人
被災者支援の東北コーディネーターです。気仙沼や陸前高田などでは、震災で離職したフィリピン
人は地域社会に役に立つ、しかも日本人の仕事を奪わないように独自の復興活動に着手しているそ
うです。その中では、女性たちが英会話学校や高校の英語教育スタッフをめざしながら、NPOの応
援で、地元の高齢者や「障害」者のためのケアキーバー（ヘルパー、介助士など）の育成プログラ
ムに参加しています。
28）佐藤、前掲、p. 134。
29）同上、p. 135。
30）同上、特に7章、8章を参照。
───────────────────［ろばーと  りけっと・和光大学現代人間学部現代社会学科教授］
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